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会 議 録 

 

会 議 の 名 称 令和５年度 第３回 所沢市障害者施策推進協議会 

開 催 日 時 令和５年１１月１４日（火）午前１０時００分～１２時００分 

開 催 場 所 所沢市役所８階大会議室 

出 席 者 の 氏 名 雨倉 聡、仲 重夫、木村 栄、粕谷 廣子、中島 亜希子、 

大島 幸子、荻野 亨、宮本 英行、荻野 司、熊谷 大、 

古山 周太朗、小澤 温、菊池 芳久、小野寺 祐樹、 

石井 健司、梅本 晶絵 以上１６名 

欠 席 者 の 氏 名 小川 奈津己、玉津島 滝子、久保田 さおり、齊藤 秀行 

議 事 （１） 第６次所沢市障害者支援計画素案について 

（２） その他 

会 議 資 料 1. 会議次第 

2. 所沢市障害者施策推進協議会委員名簿 

3. 第６次所沢市障害者支援計画素案（資料１） 

4. 計画素案 P101（３）数値照会（資料２） 

5. 条例新旧対照表（参考資料） 

担 当 部 課 名 福祉部    前田部長、内野次長 

障害福祉課  一色課長、吉里副主幹、井上主査、山田主査、 

藤原主査、奥住主任、森川主任、守谷主事 

こども福祉課 加賀谷課長、宮武主査、奈良主任 

健康管理課  松井課長 

こころの健康支援室 小野寺室長、千葉副主幹、矢部主任 

（事務局）福祉部障害福祉課 電話 04-2998-9116 
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開 会 

 

―出席者１６名― 

―傍聴者確認（傍聴者２名）― 

 

≪議事≫ 

議題（１）第６次所沢市障害者支援計画素案について 

事務局から説明願う。 

 

―資料１について説明― 

 

資料１について、２８ページまでの質問はあるか。 

 

８ページの「ふれあい 寄り添い 支え合い 共に生きるまち所沢」

が基本理念と基本的な考え方と二箇所出てきているため、レイアウ

トを変更するなどして一つにした方がいい。 

 

一つにするかは明言できない。レイアウト変更で対応する。 

 

下は図としてタイトルを入れてみてはどうか。 

また、第２章の１～２について、意見はあるか。 

 

前計画で、第１節「基本的な考え方」は右上に書かれていたため

記載がなかった。一つ一つの施策に入るものでなく、基本理念が縦

書きになっているため、基本的な考え方も縦書きにしてはどうか。 

 

社会全体のことから障害者へのサービスに、施策分野の順番が変

更になっているため、記載方法も全てに関わることとして見やすい

ように変更した。ご意見を参考に記載について検討したい。 

 

３１ページ施策体系の取り組み内容は前計画とほぼ同じだが

（３）福祉サービスの充実が前計画の３つから１つになった経緯を

お聞きしたい。障害児向けサービスについてはなくなっている。 
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素案を全て確認できていないが、８ページの第１章第２節基本理

念で「障害がある人もない人も共に生きる社会づくり条例」の記載

部分に手話言語条例の理念や考え方も加えてほしい。 

 

施策課題を整理した関係だが、前計画より（３）福祉サービスの

充実は増えている。また、障害児向けサービスは内包されている。

誤解の無いよう、児者といった記載に変更する。 

手話言語条例については、手話言語条例を包含している「所沢市

障害のある人もない人も共に生きる社会づくり条例」を記載してい

る。近年の障害者制度改革は３ページにも記載しているため、基本

理念はコンパクトにしており、追記載することは考えていない。 

 

改めて後日意見をお送りする。 

 

１時間経ったため１１:００～１１：１０を休憩とする。 

 

－休憩－ 

 

後半は９つある施策分野を３つに分けてご意見をいただきたい。

施策分野１～３についてご意見、確認事項はあるか。 

 

４０ページの多様な広報媒体の活用について、字幕をつけるとあ

るが手話通訳を入れた動画も入れていく記載にしてほしい。 

 

こちらはこれまでの主な取組であるため、これからの取組として

反映できるかどうか検討させていただきたい。 

説明内容について追加説明する。３１ページ施策体系の（３）福

祉サービスの充実の取組内容について、①障害者向けサービスの充

実を①障害児者・障害児向けサービスの充実と修正したい。 

また資料と読み原稿との番号が異なっていたためお詫びする。 

 

１点目、３２ページ、所沢市のこれまでの取組の「社会的障壁の

除去」は４．安全・安心なまちづくりの内容ではないか。 

２点目、３６ページ、所沢市のこれまでの取組に障害者週間記念

イベントの記載が無くなっているが目標指標で触れているのでこ

れまでの取組にも入れた方が良い。 
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３点目、４１ページのグラフは低い数字から載せているが、この

表記でいいのか。 

 

社会的障壁の除去については、前計画では安全・安心なまちづく

りに入っていたが、ハード面だけでなく障害の理解の促進がまず大

切なことから、今回はこちらに記載した。 

障害者週間記念イベントについては、他のイベントも含め「活動

内容・成果を発表する機会の創出」として合わせて記載している。 

４１ページについて、全体で見るとこの数値になるが、障害によ

り必要とする情報手段は違うため、アンケート結果を深掘りし、障

害の部位別の結果も詳しく載せているものである。 

 

１点目について、安全・安心なまちづくりにも社会的障壁につい

ての記載を検討してほしい。再掲しても良いと考える。 

また、３点目の指摘は誤解を招く可能性があるため、記載方法を

検討してほしい。 

施策体系４～６についてご意見、確認事項はあるか。 

 

４６ページ（２）防災・防犯体制の整備について、防災訓練の際

にラジオ放送をしていたが、ほっとメールの配信がなく、聴覚障害

者は情報を得ることができなかった。何か代わるものが必要。 

 

①情報提供の充実として、新しく導入したのが、ラジオであり、

ほっとメールなどこれまでの情報提供が変更になるということで

はない。引き続き様々な媒体で情報提供を実施していく。 

 

すでにある取組に加えて新しい導入という記載方法にした方が

わかりやすい。 

 

目標値の設定はどのようにしているか聞きたい。特に、５５ペー

ジ「ところざわ就労支援センター登録者の就職者数」は以前から同

じ指標となっており、目標値が７６０人から８５０人となっている

が、現状は就労支援センターだけではなく、就労支援を行う事業者

も増えているため、工夫してほしい。 

４７ページの目標指標に調整中とあるが、どのような記載を検討

しているのか教えてほしい。 
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目標指標については市で設定するため、民間事業者の数値を入れ

ることは難しく、前計画からの継続性にも配慮が必要となる。とこ

ろざわ就労支援センターの数字に問題があれば協議をしたい。 

調整中となっている指標は、バリアフリーに関する指標について

検討中であったが、現在数値が出ていないため、削除となる予定。 

 

現状値・目標値について、令和４年度から令和８年度までの数値

となっているが、はじめの基準がわからない。何年から始まってい

るかを教えてほしい。 

 

計画に全てを記載するのは難しい。１０ページの前計画に対する

評価の部分に令和元年、令和４年の実績値を載せている。 

 

６２ページ、総合的な相談窓口に車で行っていたが、事情により

タクシー移動となった。しかし、タクシーの予約が取れない状況が

あり、移動手段に困っているためサービスを充実させてほしい。 

 

情報や移動、総合相談など広範囲にわたるご意見だったかと思

う。支援体制や相談体制などで検討したい。 

 

全体を通して意見はあるか。第３章に意見がある場合は会議終了

後でも受け付けるので事務局に伝えてほしい。 

 

５４ページ（２）③訓練の機会の充実は前回にはなかったと思う

が、これを入れた理由を伺いたい。 

６５ページの重度障害者支援体制は前回「支援体制の充実」にあ

ったが、移動した理由は何か。 

 

５４ページ③訓練の機会の充実について、第５次では（２）①就

労に向けた支援に包含して記載していた事項であったが、就労にお

いては日常生活能力などを含め訓練の機会が重要となっているた

め今回特出しして記載することにした。 

６５ページについては後日回答とする。 

〈後日回答〉 

６５ページ、重度障害者支援について前計画では「支援体制の充

実」として取り組んでいたが、今回は「福祉サービスの充実」とし
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て取り組む。この「支援体制の充実」と「福祉サービスの充実」の

切り分けは難しい部分があることをご理解いただきたい。 

 

ここで欠席した委員からの意見を共有する。 

 

議題（２）その他について、事務局から説明願う。 

 

―参考資料（条例の一部改正）について説明― 

 

―その他について説明― 

本日から１週間、１１月２１日正午までＦＡＸ・メールにて素案

意見を受け付ける。 

障害者週間記念事業、障害者作品展のイベント告知。 

 

次回会議は令和６年２月ごろを予定。 

 

閉 会 
 


